
Apache Log4j 脆弱性への対応について(Stature 4.8.1.0 以降が対象) 

 
  
(Sphera 社は、本対応後動作確認を実施し、運用再開されることをお勧めします。また、作業実施前

に、データベース、システム一式をバックアップされることもお勧めします。)  

  

このマニュアルは、Apache Log4j library の version 2.13.0 から 2.16.0 への更新手順です。  

   

NOTE: 以下は、お客様の運用環境の名称に置き換えてください。  

• <サービス> ： (例) Stature4_12_0Tomcat8 

• <Stature インストールフォルダ> ：(例) C:\dyadem\stature4_12_0\stature  

• <Tomcat インストールフォルダ> ： 

(例) C:\dyadem\stature4_12_0\stature\platform\tomcat-8.5.64 

  

更新手順:  

1. SCN サイトから apache-log4j-2.15.0-bin.zip(もしくは文末の弊社サポートサイトから

20211220log4j.zip)をダウンロードし、解凍してください。  

2. Stature の＜サービス＞を停止します。  

3. 以下のファイルをバックアップします。  

<Stature インストールフォルダ>\earstaging\stature\WEB-INF\lib\log4j-1.2-api-2.13.0.jar  

<Stature インストールフォルダ>\earstaging\stature\WEB-INF\lib\log4j-api-2.13.0.jar 

<Stature インストールフォルダ>\earstaging\stature\WEB-INF\lib\log4j-core-2.13.0.jar  

  

4. ステップ 1 で入手した以下のファイルを、上記ステップ 3 のファイルと置換します。  

<Stature インストールフォルダ>\earstaging\stature\WEB-INF\lib\log4j-1.2-api-2.16.0.jar  

<Stature インストールフォルダ>\earstaging\stature\WEB-INF\lib\log4j-api-2.16.0.jar  

<Stature インストールフォルダ>\earstaging\stature\WEB-INF\lib\log4j-core-2.16.0.jar  

  

5. 以下のフォルダに存在する、「server.xml」をバックアップし、メモ帳などテキストエディタで開

きます。   

<Tomcat インストールフォルダ> \conf\  

  



6. 以下の文字列を検索し、置換します。  

  

pattern="%h %l %u %t &quot;%r&quot; %s %b"  

  

↓上記の文字列を、以下の文字列に置換  

  

pattern="%t %a %h %{X-Forwarded-For}i %H %m %I %U %q %r %s %b %{Referer}i %{UserAgent}i"  
  

7. 「server.xml」を保存します。 

  

8. Stature の＜サービス＞を再開します。  

  

  



(補足 1) Stature のバージョン確認方法 

[説明]タブ、[説明]メニューからご確認いただけます。 

 

4.8.1.0 

以降が更新対象 



(補足２) Apache log4j 更新ファイルのダウンロード 

以下の弊社ダウンロードサイトより、20211220log4j.zip ファイルをダウンロードしてください。 

（URL） https://solution.kke.co.jp/sphera/support/software/stature/ 

 

 
  



(補足３) server.xml の変更箇所 

下記の赤線部を置換します。 

 

 
 

 

 


